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For the generation of process plans based on manufacturing features, it is necessary to develop a feature library that consists 

of pre-defined manufacturing features and the corresponding manufacturing information to create the shape of the features. 
This paper describes the development of a feature library for a process planning system. The feature library plays an important 
role for the management of manufacturing information based on manufacturing features, and is developed to support the 
extraction of manufacturing features and the corresponding process sequences and other manufacturing information. The 
prototype feature library is developed using Wiki so that the feature library can be managed easily. 
 

1. はじめに 
生産現場では，生産量の増減や機械故障といった突発的変化

が日常的に起こっている．このような動的変化に迅速に対応す

るため，設計・製造・スケジューリングを統合したフレキシブ

ルな工程設計システムの開発が必要とされる． 
本システムでは，まず設計対象部品の CADデータを受け取り，
製造フィーチャ認識を行う．次に，認識された製造フィーチャ

に基づき，その対象部品についての工程設計案を複数作成する．

そして，生産計画期間の部品プロダクトミックスに最適な負荷

計画をもつ工程設計案を選択する．このようなフレキシブルな

システムを実現するために形状特徴と製造情報から成る製造フ

ィーチャの概念を採用する．本研究では，製造フィーチャ抽出

のために拡張超関係グラフ手法(Extended Super Relation Graph 
Method，以下拡張 SRG手法と呼ぶ)を用いる[1]． 
工程設計の効率化を図るために多様な製造フィーチャをデー

タベースに予め用意し，利用できるようにしておけば，その加

工に必要な情報を自由に取り出すことが可能になる．本研究で

は，各種機械加工作業に用いられる多様な製造フィーチャを調

査収集し，著者らが開発した製造フィーチャ認識手法が適用可

能な表現形式で，製造フィーチャを整理し，ライブラリにまと

める．製造フィーチャライブラリは，製造情報マネジメントシ

ステムとして位置づけることが出来る． 
本稿では，Wikiを用いて製造フィーチャライブラリを構築し， 
製造フィーチャを抽出すると，同時にその単一フィーチャを加

工するための加工順序や使用機械・工具のデータなども抽出可

能とするWikiベース製造フィーチャライブラリの開発について
述べる． 
2. 製造フィーチャライブラリの構造 
図１は製造フィーチャライブラリの構造を示す．製造フィー

チャライブラリを開発するために，まず製造フィーチャオント

ロジを構築する．製造フィーチャオントロジを構築するには，

はじめに，Step，Round Thru Holeなどの拡張 SRGパターンをも
つ製造フィーチャを列挙する．これらの製造フィーチャを加工

法によってサブ・クラス化する．3層目のクラスがさらに細分化
できれば，そのサブ・クラスを作成する．4層目のクラスは加工
法の工具の種類によって構築する．そして，その最下位クラス

のインスタンスを用意する． 
インスタンスには，サイズや材質や加工順序などへの関係を

記述する．このように，インスタンスを用いて，製造フィーチ

ャオントロジと製造情報を連結させる． 
加工順序には使用する工具と機械の順序を記述し，工具と機

械のデータへリンクを付ける．さらに，ある工具がどの機械に

付けられるか参照できるように，機械のデータと工具のデータ

を連結させる． 
 この構造により，製造フィーチャを抽出すると，同時にその

単一フィーチャの加工順序なども抽出できるようになる． 
3. 製造フィーチャライブラリの構築事例 
3.1 MewKISS 

MediaWikiとは PHPで記述され，MySQLを使用する Wikiソ
フトウェアであり，コンテンツ管理に非常に役立つツールであ

る．また，このツールはWikipediaや他の百科辞典，辞書サイト
にも広く使用されている．MewKISS（MediaWiki with Simple 
Semantics）は，RDF (Resource Description Framework)を扱える拡
張したMediaWikiである[2]． 
 Wiki の記法は[[Term:target_page|property]]としている．この記
述が source_page にあるとすると，RDF での<source_page> 
<property><target_page>という関係に相当する．Wikiシンタック
スを記述するごとに，Wiki データベース内のテーブルに RDF 
tripleを格納していく．関係情報の出力に関しては，このテーブ
ルを直接参照し，以下のとおりにラベル付きリンクの関係が表

示される． 
 
 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 1 製造フィーチャライブラリの構造 
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1)  source_pageでの表示: -> property -> target_page 
2)  target_pageでの表示: <- property <- source_page 
3)  propertyでの表示: source_page -> target_page 
 図 2 は Wiki シンタックス [[Term:target_page|property]]が
source_page に記述されている場合，自動的に表示されるページ
の関係を示している．  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 2 MewKISSでのページ関係 
 

3.2 Wikiベース製造フィーチャライブラリ 
本研究では，MewKISSを用いて，製造フィーチャライブラリ
を開発する． 
 製造フィーチャの class-sub-class関係の構築のため，Wikiシン
タックス[[MF:feature_subclass|subclass]]を使用する(図 3を参照)．
拡張 SRG パターンをもつ製造フィーチャを MF:Feature の
subclassとして用いる． 
 図 4は「Round Thru Hole」フィーチャのライブラリ構造をWiki
であらわしたものである．「Tap Drilled Round-Thru-Hole１」は
instanceページである．製造フィーチャの class-instance関係構築
のため，製造フィーチャオントロジの最下位クラスのページに

Wiki シンタックス[[Term:feature_instance|instance]]を使用する.
「FC-A」は材質データのページである．Instance-material関係構
築のため，インスタンスのページに Wiki シンタックス
[[Term:material_name|material]]を使用する．「Process_Sequence11」
は加工順序データのページである．Instance-process sequence関係
構築のため，[[Term:process_name|process]]を使用する． 
 「MC1」，「Drillφ4.2x10」はそれぞれ機械データと工具データ
のページである． Process sequence-machine 関係， process 
sequence-tool関係構築のため，それぞれ加工順序データのページ
に[[Term:machine_name|machine]]，[[Term:tool_name|tool]]を使用
する．さらに machine-tool関係構築のため，機械データのページ
に[[Term:tool_name|attachable-tool]]を使用する．これらの製造フ
ィーチャのインスタンスや加工順序などの製造情報を用いて工

程設計案を作成していく． 
 製造フィーチャライブラリを開発するために，MewKISSを用
いることで，使用者側が簡単にライブラリをカスタマイズ・編

集することができる． また，ライブラリ内のデータが RDF 形
式で記述・蓄積可能のため，人間も機械（コンピュータなど）

にもライブラリ内に蓄積されたデータを読むことができるよう

になる．すなわち，Wiki ベース製造フィーチャライブラリを開
発することによって，製造フィーチャおよびその加工順序や使

用機械・工具などの情報を自動的に抽出できる環境を整えた． 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
図 3 [[MF:feature_subclass|subclass]]の記述 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 4 「Round Thru Hole」のWikiベース 
製造フィーチャライブラリ 

 
4. まとめ 
 本研究では，製造法を考案する場合の知識単位である製造フ
ィーチャを Wiki を用いて構造化し，製造フィーチャライブラリ

として整理した．これにより，設計対象部品に含まれる製造フ

ィーチャが判明すると，ライブラリ内部の製造フィーチャオン

トロジに誘導されて，加工手順，使用工具・機械などの製造情

報を提示するかたちの知識マネジメント方式を提案した． 
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